
黍
成
分
の
沼
化
製
的
性
質
に
就
て

一九
O

黍
成
分
の
理
化
率
的
性
質
い
就
て

岐
阜
両
等
農
林
事
校
教
授

伊

宇

右

衛

門

藤

著
者
は
轟
き
に
米
の
品
諸
問
に
依
る
酵
素
力
、
蛋
白
質
及
び
澱
暢
の
差
異
に
闘
す
る
研
究
を
な
し
品
種
に
依
る
特
異
性
及
び
米
成
分
の
理
化

事
的
性
質
を
明
じ
せ
り
。
更
に
米
以
外
の
穀
物
た
る
穿
.
栗
.
稗
‘
黍
‘
高
葉
等
の
内
じ
て
出
較
的
文
献
少
き
も
の
に
就
き
其
の
成
分
の
理

化
事
的
性
質
を
明
・
い
な
し
て
嘗
て
得
た
る
米
の
そ
れ
等
さ
比
較
肝
究
な
さ
ん
さ

mg立
ち
・
先
づ
第
一
若
手
さ
し
て
義
成
分
の
理
化
園
事
的
性

賀
に
闘
す
る
研
究
を
な
し
.
A
1
其
の
得
た
る
結
果

ω
一
部
分
を
韓
表
せ
ん
さ
執
す
。

農
林
省
の
統
計
に
依
れ
ば
昭
和
元
年
度
心
於
て
は
作
付
反
別
約
二
宮
内
町
歩
‘
牧
嘩
高
約
十
点
歯
肉
七
千
石
な
り
。
夏
に
五
千
石
以
上
生
産
す

る
讃
府
鯨
は
北
血
道

愛
知
蘇
.
岐
阜
輔
、
庚
烏
蹄
.
岡
山
豚
.
東
京
府
な
り
。

著
者
の
試
料
さ
せ
し
は
峨
阜
賑
内
産
山
種
に
し
て
主
ざ
し
て
種
皮
の
色
に
て
分
ち
白
讃
.
目
黒
黍
.
位
紅
黍
.
茶
黍
さ
せ
り
。

之
輸
守
を
無
砂
に
て
石
臼
じ
て
っ
き
て
脆
皮
し
皮
部
さ
脱
皮
部
に
批
き
て
一
般
分
析
&
せ
り
。

更
に
脂
油
の
理
化
感
的
恒
載
を
測
定
せ
の
。
而
し
て
脂
泊
中
に
多
量
に
析
出
す
る
蟻
片
献
結
品
(
不
鹸
化
物

)
m
s
s
q
氏
の
所
謂
J
m
e
F
=

-Yに
就
き
て
そ
の
理
化
準
向
性
質
の
研
究
を
な
せ
り
。

脆
脂
黍
、
粉
中
水
溶
.
食
塩
水
可
溶
、
ア
wr

コ
1
w
r

可
溶
及
♂
苛
性
曹
建
可
溶
性
窒
棄
の
分
布
t
q
見
、
更
に
蛋
白
賀
は
食
壇
水
可
溶
性
蛋

白
質
守
a

苛
性
曹
建
波
可
溶
位
蛋
白
質
の
雨
種
の
調
製
&
な
し
‘
元
素
組
成
.
遊
離
ア
ミ
ノ
糟
窒
素
含
量
.
壇
酸
加
水
分
解
に
依
る
各
種
ア
ミ

ノ
唆
謹
室
恭
乃
則
主
・
ト

9
プ
ト
ア
F
i

ン
含
量
.
也
提
吃
度
及
♂
等
電
荷
動
の
決
定
&
な
せ
り
。


